
〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
四
年
九
月
一
九
日

東
京
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(原
告
控
訴
)

〔控
訴
審
判
決
〕

平
成
一
六
年
九
月
三
〇
日

東
京
高
等
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

国
家
賠
償
法
二
条
が
適
用
さ
れ
、
国
又
は
公
共
団
体
の

責
任
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
①
公
の
営
造
物
で
あ
る

こ
と
②
公
の
営
造
物
の
設
置
･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
こ
と

③
損
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
④
公
の
営
造
物
の
設
置
･

管
理
の
瑕
疵
と
損
害
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
の

要
件
が
必
要
で
あ
る
。

今
回
の
事
例
紹
介
は
、
原
告
運
転
の
普
通
自
動
二
輪
車

が
普
通
貨
物
自
動
車
に
接
触
し
て
転
倒
し
た
の
は
、
事
故

現
場
付
近
の
道
路
が
工
事
中
で
走
行
範
囲
が
制
限
さ
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
適
切
な
工
事
標
識
の
設
置
や
交

通
誘
導
員
の
配
置
等
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る

A
車
両
｣
と
い
う
。)

等
と
し
て
、原
告
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
川
崎
市
に
対
し
、

⑤

事
故
態
様
等

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
等
を
求
め
た

事
例
を
取
り
上
げ
、
相
当
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
一
審
と

控
訴
審
に
お
け
る
判
断
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

事
薬
の
概
要

争
い
の
な
い
事
実
等

の

本
件
事
故
の
発
生

①

日
時

平
成
八
年
九
月
一
〇
日
午
後
一
時
こ
ろ

②

場
所

県
道
三
一四
号
･
稲
城
読
売
ラ
ン
ド
前

停

車
場
線

(以
下

｢本
件
道
路
｣
と
い
う
。)、
川
崎
市

麻
生
区

(以
下

｢本
件
事
故
現
場
｣
と
い
う
。)

③

原
告
車
両

普
通
自
動
二
輪
車

(以
下
｢原
告
車

両
｣
と
い
う
。)

④

訴
外
A
車
両

普
通
貨
物
自
動
車

(以
下
｢訴
外

⑤

事
故
態
様
等

本
件
道
路
を
南
方
向
に
走
行
し

て
い
た
訴
外
A
車
両
の
右
側
面
に
、
北
方
向
に
走

行
し
て
い
た
原
告
車
両
が
接
触
し
て
転
倒
し
、
原

告
が
傷
害
を
負
っ
た
。

②

被
告
川
崎
市
は
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
道

路
の
管
理
者
で
あ
る
。

㈱

本
件
事
故
当
時
、
訴
外
A
車
両
走
行
車
線
側
に
あ

る
本
件
事
故
現
場
付
近
の
マ
ン
シ
ョ
ン

(以
下

｢本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
｣
と
い
う
。)
前
で
は
、
歩
道

切
下
げ
及
び
歩
道
改
修
工
事

(以
下

｢本
件
歩
道

工
事
｣
と
い
う
。)
が
行
わ
れ
て
い
た
。
本
件
歩
道

工
事
は
、
訴
外
B
開
発
株
式
会
社

(以
下

｢訴
外

B
開
発
｣
と
い
う
。)
が
、
被
告
川
崎
市
の
承
認
及

び
所
轄
警
察
署
の
許
可
を
得
た
上
で
、
被
告
C
建

設
株
式
会
社

(以
下

｢被
告
C
建
設
｣
と
い
う
。)
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に
下
請
け
さ
せ
て
施
工
し
て
い
た
。

控
訴
人
川
崎
市
は
、
本
件
道
路
の
通
常
予
想
さ
れ
る

㈱

C
建
設
の
元
請
業
者
で
あ
る
B
開
発
、
A
及
び
同

範
囲
の
車
両
及
び
歩
テ

の
涌
丁
の

に
己

田･

人
の
使
用
者
で
あ
る
運
送
店
も
共
同
被
告
と
し
て
訴

え
が
提
起
さ
れ
た
が
、
一
審
に
お
い
て
、
B
開
発
に

対
す
る
訴
え
は
取
り
下
げ
ら
れ
、
A
及
び
同
人
の
使

用
者
で
あ
る
運
送
店
と
の
間
に
お
い
て
は
和
解
が
成

立
し
、
控
訴
人
は
両
名
か
ら
和
解
金
の
支
払
を
受
け

た
。
控
訴
人
は
、
上
記
和
解
金
の
支
払
を
受
け
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
控
訴
審
に
お
い
て
請
求
を
減
結
し

た
。

二

主
な
争
点

1

控
訴
人
の
控
訴
審
に
お
け
る
主
張

①
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
道
路
法
に
基
づ
く
本
件
道

路
の
管
理
者
と
し
て
、
本
件
道
路
の
構
造
、
用
法
、

場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
な
ど
の
具
体
的
状
況
に

照
ら
し
て
、
通
常
予
測
さ
れ
る
範
囲
の
車
両
及
び
歩

行
者
の
通
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
義
務
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
措
置
が
採
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
に
は
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も

の
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
責
任
を
負
う

べ
き
と
こ
ろ
、
本
件
道
路
は
、
本
件
事
故
当
時
、
道

路
法
二
四
条
に
基
づ
き
、
訴
外
B
開
発
の
下
請
け
で

あ
る
被
控
訴
人
C
建
設
が
工
事
中
で
あ
り
、
そ
の
工

事
は
、
被
控
訴
人
川
崎
市
が
承
認
し
、
そ
の
指
示
･

監
督
の
下
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被

範
囲
の
車
両
及
び
歩
行
者
の
通
行
の
安
全
に
配
慮

し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
責
任
が
あ
っ
た
。

②

本
件
道
路
の
管
理
者
で
あ
る
被
控
訴
人
川
崎
市

は
、
本
件
道
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
法

四
五
条
一
項
の
道
路
標
識
設
置
義
務
に
基
づ
き
、
次

の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
。

ア

道
路
法
四
五
条
二
項

(平
成

=
年
法
律
第
一
六

〇
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
)
を
受
け
て
制
定
さ
れ

た

｢道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る

命
令
｣
(以
下

｢道
路
標
識
令
｣
と
い
う
。)
の

｢幅

員
減
少
｣
の
警
戒
標
識
を
、
幅
員
減
少
始
点
の
手
前

五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
地
点

に
お
け
る
左
側
の
路
端
に
設
置
す
る
。

イ

道
路
標
識
令
の
｢道
路
工
事
中
｣
の
警
戒
標
識
を
、

道
路
工
事
に
お
け
る
工
事
中
又
は
作
業
中
で
あ
る
区

間
の
両
面
及
び
そ
の
手
前
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
地
点
に
お
け
る
左
側
の
路
端
に

設
置
す
る
。

ウ

道
路
標
識
令
の
｢指
定
方
向
外
進
行
禁
止
｣
の
規

制
標
識
を
車
両
の
進
行
を
禁
止
す
る
場
所
の
前
面
に

設
置
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
上
記
の
道
路

標
識
を
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
標
識
が

設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
訴
外
A
に
対
し
て
は
、
そ
の

走
行
車
線
の
前
方
に
本
件
歩
道
工
事
の
た
め
道
路
幅

員
の
減
少
が
あ
り
、
対
向
車
線
に
は
み
出
し
て
進
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
知
ら

せ
、
ま
た
、
控
訴
人
に
対
し
て
は
、
そ
の
走
行
車
線

の
前
方
に
本
件
歩
道
工
事
の
た
め
道
路
幅
員
の
減
少

が
あ
り
、
車
線
に
は
み
出
し
て
進
行
し
て
く
る
車
両

が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
、
こ
の
よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
本

件
事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

③
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
訴
外
B
開
発
に
対
し
、
道

路
法
二
四
条
に
基
づ
き
本
件
歩
道
工
事
を
承
認
す
る

に
あ
た
り
、
同
法
人
七
条
に
基
づ
き
、
｢道
路
法
、

川
崎
市
道
路
管
理
者
以
外
の
者
の
行
う
道
路
工
事
等

に
関
す
る
規
則
、
そ
の
他
関
係
法
規
、
条
件
を
遵
守

す
る
こ
と
｣
と
い
う
条
件
を
付
し
た
上
で
、
｢工
事

中
は
工
事
標
識
、
保
安
柵
等
保
安
施
設
を
設
置
し
、

夜
間
は
保
安
灯
を
、
点
灯
し
事
故
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う

特
に
注
意
す
る
こ
と
｣と
す
る
義
務
を
課
し
て
い
る
。

ま
た
、
建
設
省

(当
時
)
が
制
定
し
、
被
控
訴
人
川

崎
市
に
も
交
付
さ
れ
た

｢建
設
工
事
公
衆
災
害
防
止

対
策
要
綱
｣
を
受
け
て
、
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
建

設
省
が
制
定
し
た
も
の
と
同
内
容
の

｢建
設
工
事
公

衆
災
害
防
止
対
策
要
綱
｣
(以
下
｢要
綱
｣
と
い
う
。)

を
制
定
し
、
｢起
業
者
及
び
施
工
者
は
土
木
工
事
に

あ
た
っ
て
は
、
公
衆
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
こ

の
要
綱
の
各
項
目
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣

と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
き
訴
外
B

道キテセ 2006,4 4 7



開
発
が
負
う
道
路
標
識
の
設
置
義
務
は
、
道
路
管
理

だ
け
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
事
故
現
場
付
近

が
通
常
の
注
意
を
払
っ
て
走
行
し
て
い
れ
ば
、
少
な
く
と

者
が
法
令
に
従
っ
て
負
担
す
る
設
置
義
務
を
代
行
す

で
は
、
幅
員
二
･
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
車
両
は
対

も
本
件
事
故
現
場
か
ら
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
手
前
で
本
件

る
も
の
で
あ
っ
て
、
道
路
管
理
者
と
共
同
で
負
う
も

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
｢道
路
工
事
現

場
に
お
け
る
標
示
施
設
等
の
設
置
基
準
｣を
受
け
て
、

｢道
路
工
事
保
安
施
設
設
置
基
準
｣
(以
下
｢設
置
基

準
｣
と
い
う
。
)
を
制
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
被
控
訴
人
川
崎
市
は
訴
外
B
開
発
に
対
し
、
道

路
標
識
の
設
置
等
に
関
し
次
の
よ
う
な
指
導

･
監
督

を
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。

ア

設
置
基
準
に
基
づ
く
工
事
予
告
標
示
板
、
設
置
基

準
に
定
め
る

｢道
路
工
事
中
｣
の
警
戒
標
識
、
｢指

定
方
向
外
進
行
禁
止
｣
の
警
戒
標
識
、
｢道
路
工
事

中
｣
の
標
示
板
、
｢ご
通
行
中
の
皆
様
へ
｣
の
標
示

板
、
｢歩
行
者
案
内
板
｣
、
｢内
部
照
明
式
工
事
中
標

示
板
｣
を
設
置
す
る
。

イ

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
、
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
す
る
。

ウ

交
通
誘
導
員
を
工
事
始
点
に
配
置
す
る
。

④
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
上
記
の
よ
う
な
道
路
標
識

を
自
ら
設
置
し
、
あ
る
い
は
訴
外
B
開
発
に
対
し
、

要
綱
に
定
め
ら
れ
た
道
路
標
識
や
標
示
板
等
の
設
置

及
び
交
通
誘
導
員
に
よ
る
誘
導
を
指
導

･
監
督
す
る

と
い
う
措
置
を
一
切
講
じ
て
お
ら
ず
、
被
控
訴
人
C

建
設
は
、
本
件
歩
道
工
事
現
場
の
仮
歩
道
と
車
道
と

の
境
に
数
個
の
赤
い
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
を
置
い
た

で
は
、
幅
員
二
･
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
車
両
は
対

向
車
線
に
は
み
出
し
て
通
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
進
行
し
て
く
る
車
両
の

運
転
者
に
遠
方
か
ら
知
ら
せ
、
対
向
車
両
の
進
行
に

注
意
し
、
徐
行
な
い
し
一
時
停
止
し
、
あ
る
い
は
で

き
る
限
り
道
路
の
端
を
走
行
し
て
衝
突
や
接
触
の
危

険
を
避
け
る
よ
う
注
意
す
る
な
ど
の
措
置
は
採
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
道
路
に
は
、

通
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
十
分
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
管
理
に
瑕
疵
が

あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

◎
控
訴
人
に
も
過
失
が
あ
っ
た
が
、
控
訴
人
車
両
の

走
行
が
通
常
予
想
さ
れ
る
通
行
方
法
を
超
え
た
も
の

又
は
異
常
あ
る
い
は
無
謀
な
走
行
方
法
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
ら
、
本
件
事
故
の
発
生
と
道
路
の
管

理
の
瑕
疵
と
の
間
に
は
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
。

2

上
記
主
張
に
対
す
る
被
控
訴
入
ら
の
反
論

道
路
標
識
の
設
置
は
道
路
管
理
者
の
裁
量
に
よ
る
と
こ

ろ
、
本
件
道
路
は
、
カ
ー
ブ
が
緩
や
か
で
見
通
し
が
良
好

で
あ
り
、
走
行
速
度
が
時
速
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
制
限

さ
れ
て
お
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
の
設
置
や
交
通
誘
導

員
の
配
置
等
に
よ
っ
て
、
本
件
歩
道
工
事
の
存
在
を
十
分

に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
控
訴
人
が
主
張
す
る

よ
う
な
標
識
を
設
置
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
、
控
訴
人

も
本
件
事
故
現
場
か
ら
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
手
前
で
本
件
事

故
･
現
場
付
近
の
状
況
を
明
確
に
視
認
し
得
た
は
ず
で
あ

り
、
控
訴
人
が
通
常
の
運
転
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
本

件
事
故
は
起
こ
り
得
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
控
訴
人

が
主
張
す
る
よ
う
な
標
識
等
が
本
件
事
故
現
場
付
近
に
設

け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
本
件
道
路
が
通

常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
は

で
き
ず
、
ま
た
、
仮
に
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る

と
し
て
も
、
本
件
事
故
の
発
生
は
専
ら
控
訴
人
の
無
謀
運

転
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
と
本

件
事
故
の
発
生
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
は
な
い
。

三

主
な
争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

一
一審

(東
京
地
方
裁
判
所
)
の
判
断
｣

-

主
文

原
告
ら
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る

2

道
路
管
理
の
瑕
疵
と
本
件
事
故
と
の
因
果
関
係
に
つ

い
て

①
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
国
家
賠
償
法
二

条
一
項
の
責
任
を
問
う
た
め
に
は
、
公
の
営
造
物
の

設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

瑕
疵
と
損
害
の
発
生
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
の
あ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

本
件
事
故
当
時
、
交
通
誘
導
員
に
よ
る
歩
行
者
の

誘
導
や
車
両
の
交
通
整
理
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
、
本
件
歩
道
工
事
を
工
事
現
場
手
前
に
お
い
て
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表
示
す
る
道
路
標
識
等
が
何
ら
設
置
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
は
、
認
定
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
原
告
は
、

こ
れ
ら
の
点
が
道
路
管
理
の
瑕
疵
に
当
た
る
と
主
張

す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
措
く
と
し
て
、
以
下

の
と
お
り
、
本
件
に
お
い
て
は
、
交
通
指
導
員
に
よ

る
交
通
整
理
等
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
及
び

道
路
標
識
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、

本
件
事
故
の
発
生
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
存
し

な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②
本
件
事
故
当
時
の
具
体
的
な
状
況
の
下
に
お
い
て

は
、
原
告
車
両
走
行
車
線
を
走
行
す
る
車
両
の
運
転

者
は
、
通
常
の
注
意
を
払
っ
て
運
転
を
し
て
い
れ
ば

本
件
歩
道
工
事
の
存
在
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、

適
切
な
回
避
行
動
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
対

向
車
両
と
の
衝
突
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
か
ら
、
本
件
事
故
は
、
交
通
指
導
員
に
よ
る
交
通

整
理
等
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
及
び
道
路
標

識
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

③
か
え
っ
て
、
本
件
事
故
態
様
に
か
ん
が
み
る
と
、

本
件
事
故
の
原
因
は
、
専
ら
、
訴
外
A
及
び
原
告
の

過
失
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

@
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
交
通
指
導
員

に
よ
る
交
通
整
理
等
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

及
び
道
路
標
識
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

と
、
本
件
事
故
の
発
生
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
被
告
川
崎
市
に
国
家

る
と
し
、
こ
れ
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
道
路
標
識
令

49

賠
償
法
二
条
一
項
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
は
存
し
な

い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
ま
た
、
民
法
七
一

七
条
一
項
に
よ
る
土
地
の
工
作
物
の
設
置
又
は
保
存

の
瑕
疵
に
よ
る
責
任
に
つ
い
て
も
、
そ
の
瑕
疵
と
損

害
の
発
生
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
同
様
に
、
被
告
C

建
設
に
つ
い
て
も
、
民
法
七
一
七
条
一
項
に
よ
る
損

害
賠
償
責
任
は
存
し
な
い
と
孵
す
べ
き
で
あ
る
。

3

結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
そ
の
余
の
争
点
に
つ
い
て
判
断
す
る

ま
で
も
な
く
、
原
告
の
被
告
ら
に
対
す
る
請
求
は
い
ず
れ

も
理
由
が
な
い
か
ら
こ
れ
を
棄
却
す
る
こ
と
と
し
て
、
主

文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

-控
訴
審

(東
京
高
等
裁
判
所
)
の
判
断
一

1

主
文

本
件
控
訴
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る

2

本
件
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

①
道
路
法
四
五
条
一
項
は
、
道
路
管
理
者
は
、
道
路

の
構
造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図

る
た
め
、
必
要
な
場
所
に
道
路
標
識
を
設
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
、
同
条
二
項

(平
成
三

年

法
律
第
一
六
〇
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
)
に
お
い

て
、
道
路
標
識
の
種
類
、
様
式
及
び
設
置
場
所
そ
の

他
必
要
な
事
項
は
、
総
理
府
令

･
建
設
省
令
で
定
め

は
、
幅
員
減
少
を
示
す
警
戒
標
識
は
、
道
路
管
理
者

が
幅
員
の
減
少
始
点
の
手
前
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
二

〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
地
点
に
お
け
る
左
側
の
路
端

に
設
置
し
、
道
路
工
事
中
を
示
す
警
戒
標
識
は
、
道

路
管
理
者
が
道
路
に
お
け
る
工
事
中
又
は
作
業
中
で

あ
る
区
間
の
両
面
及
び
そ
の
手
前
五
〇
メ
ー
ト
ル
か

ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
地
点
に
お
け
る
左
側
の

路
端
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
と
定
め
て
い
る

(道

路
標
識
令
四
条
一
項
二
号
、
二
条
、
別
表
第
一
の
番

号
塒

第
)。

ま
た
、
被
控
訴
人
川
崎
市
の
制
定
し
た
要
綱
は
、

第

一
七

(道
路
標
識
等
)
と
し
て
、
｢起
業
者
及
び

施
工
者
は
、
道
路
敷
に
又
は
道
路
敷
に
接
し
て
作
業

場
を
設
け
て
土
木
工
事
を
施
工
す
る
場
合
に
は
工
事

に
よ
る
一
般
交
通
へ
の
危
険
及
び
渋
滞
の
防
止
、
歩

行
者
の
安
全
等
を
図
る
た
め
、
事
前
に
道
路
状
況
を

把
握
し
、
交
通
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
検
討
の
上
、

道
路
管
理
者
及
び
所
轄
警
察
署
長
の
指
示
す
る
と
こ

ろ
に
従
い
、
道
路
標
識
令
及
び
道
路
工
事
現
場
に
お

け
る
標
示
施
設
等
の
設
置
基
準
に
よ
る
道
路
標
識
標

示
板
等
で
必
要
な
も
の
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｣
と
定
め
、
第
一
九

(遠
方
よ
り
の
工
事
箇
所
の

確
認
)
と
し
て
、
｢施
工
者
は
、
交
通
量
の
特
に
多

い
道
路
上
に
お
い
て
土
木
工
事
を
施
工
す
る
場
合
に

は
、
遠
方
か
ら
で
も
工
事
箇
所
が
確
認
で
き
、
安
全
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な
走
行
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
保
安
施
設
を
適
切
に

設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
件
事
故
が
発

は
必
然
的
に
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
て
走
行
せ
ざ

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
第
一
七

生
し
た
平
成
八
年
九
月
一
〇
日
午
後
一
時
こ
ろ
は
、

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
状
況
を
明
確
に
認

(道
路
標
識
等
)
及
び
第
一
人

(保
安
灯
)
に
規
定

す
る
道
路
標
識
及
び
保
安
灯
の
設
置
に
加
え
て
、
作

業
場
の
交
通
流
に
対
面
す
る
場
所
に
工
事
中
で
あ
る

こ
と
を
示
す
標
示
板

(原
則
と
し
て
内
部
照
明
式
)

を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
｣
と
し
、
｢施
工
者
は
、

工
事
を
予
告
す
る
道
路
標
識
、
標
示
板
等
を
、
工
事

箇
所
の
前
方
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
間
の
路
側
又
は
中
央
帯
の
う
ち
視
認
し
や
す
い
箇

所
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
と
定
め
、
第
二

0

(作
業
場
に
お
け
る
交
通
の
誘
導
)
と
し
て
、

｢施
工
者
は
、
道
路
上
に
お
い
て
土
木
工
事
を
施
工

す
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
及
び
所
轄
警
察
署
長

の
指
示
を
受
け
、
作
業
場
出
入
口
等
に
必
要
に
応
じ

て
交
通
誘
導
員
を
配
置
し
、
道
路
標
識
、
保
安
灯
、

セ
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
又
は
矢
印
板
を
設
置
す
る
等
、
常

に
交
通
の
流
れ
を
阻
害
し
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
｣
と
定
め
て
い
る
。

②
原
審
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故
当
時
、
本

件
道
路
の
制
限
速
度
は
時
速
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
、
両
側
駐
車
禁
止
、
迫
越
し
の
た
め
の
右
側
部
分

は
み
出
し
禁
止
の
規
制
が
さ
れ
、
そ
の
旨
の
道
路
標

識
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
仮
歩
道
の
車
道
側
に
設

置
さ
れ
た
数
個
の
赤
い
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
以
外
に

は
、
工
事
中
で
あ
る
こ
と
を
示
す
道
路
標
識
は
一
切

生
し
た
平
成
八
年
九
月
一
〇
日
午
後
一
時
こ
ろ
は
、

昼
休
み
中
で
作
業
自
体
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
交
通

誘
導
員
に
よ
る
歩
行
者
の
誘
導
や
車
両
の
交
通
整
理

も
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

原
審
認
定
の
と
お
り
、
衝
突
地
点
の
手
前
約
八
〇

メ
ー
ト
ル
の
地
点

(控
訴
人
車
両
走
行
車
線
側
)
か

ら
は
、
カ
ー
ブ
し
た
先
の
対
向
車
両
の
有
無
は
視
認

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
衝
突
地
点
の
手
前
約
五
〇
メ

ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
も
、
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
前
を
走

行
し
て
く
る
対
向
車
両
は
若
干
見
に
く
い
状
況
で
あ

り
、
衝
突
地
点
の
手
前
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
本

件
マ
ン
シ
ョ
ン
前
を
走
行
し
て
く
る
対
向
車
両
を
視

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
。そ
う
す
る
と
、

訴
外
A
車
両
走
行
車
線
上
を
進
行
す
る
車
両
が
上
記

仮
歩
道
の
た
め
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
は
み
出
し
て
運

転
し
て
い
る
場
合
、
控
訴
人
車
両
走
行
車
線
上
を
進

行
す
る
車
両
の
運
転
者
が
対
向
車
両
を
発
見
す
る
の

が
遅
れ
た
と
き
は
、
な
お
接
触
や
衝
突
の
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
現
に
本
件
事
故
が
発
生

し
た

(回
避
の
可
能
性
は
、
双
方
の
車
両
の
速
度
や

連
行
の
態
様
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
。)。
し
た
が
っ

て
、
本
件
道
路
の
場
合
、
訴
外
A
車
両
走
行
車
線
側

は
三
･
五
メ
ー
ト
ル
の
幅
員
が
あ
っ
た
も
の
の
、
約

一
･
一
メ
ー
ト
ル
幅
の
仮
歩
道
が
設
け
ら
れ
て
い
た

た
め
、
車
両
幅
員
が
二
･
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
車
両

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
状
況
を
明
確
に
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
衝
突
地
点
の
手
前
約
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
あ
っ
た
か
ら
、
道
路
管
理
者

と
し
て
は
、
控
訴
人
車
両
走
行
車
線
上
を
進
行
す
る

車
両
の
運
転
者
が
、
よ
り
早
期
の
段
階
に
お
い
て
、

本
件
歩
道
工
事
に
よ
る
車
道
の
幅
員
の
減
少
が
あ
る

こ
と
を
認
識
で
き
る
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
っ
た

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
措
置
を
講
じ
て
い

な
い
場
合
に
は
、
本
件
道
路
は
通
常
有
す
べ
き
安
全

性
を
欠
き
、
そ
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
記
の
の
と
お
り
、
道
路
標
識
令
及
び
被
控
訴
人

川
崎
市
の
制
定
し
た
要
綱

(第
一
九

(遠
方
よ
り
の

工
事
箇
所
の
確
認
))
が
定
め
て
い
る
の
も
上
記
の

よ
う
な
趣
旨
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
道
路

に
本
件
歩
道
工
事
に
よ
る
幅
員
減
少
等
の
警
戒
標
識

が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、控
訴
人
が
こ
れ
を
認
識
し
、

よ
り
早
い
段
階
で
本
件
歩
道
工
事
に
よ
る
幅
員
減
少

に
気
付
き
、
減
速
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

が
で
き
た
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
本
件
道
路
に
は
、
仮
歩
道
の
車
道
側
に

数
個
の
赤
い
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
て
い

た
の
み
で
、
道
路
標
識
令
が
定
め
る
幅
員
減
少
を
示

す
警
戒
標
識
等
は
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
セ
ー

フ
テ
ィ
コ
ー
ン
は
、
道
路
工
事
中
で
あ
る
こ
と
を
表
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示
す
る
機
能
を
有
す
る
が
、
道
路
標
識
令
が
定
め
る

警
戒
標
識
と
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
道
路
標
識
令
が

定
め
る
警
戒
標
識
は
、
運
転
者
に
対
し
、
幅
員
の
減

少
が
あ
る
こ
と
を
少
な
く
と
も
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
上

手
前
に
お
い
て
認
識
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
の
設
置
を
も

っ
て
十
分
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
被
控

訴
入
ら
は
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
歩
道
工
事
現
場

に
は
交
通
誘
導
員
が
配
置
さ
れ
て
い
た
旨
主
張
す
る

が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
本
件
事
故
当
時
は
昼
休
み

中
で
あ
っ
て
、
交
通
誘
導
員
に
よ
る
交
通
整
理
等
が

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
原
審
の
認
定
す
る
と

お
り
で
あ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
道
路
は
、
本
件
歩
道
工
事

現
場
付
近
で
仮
歩
道
の
た
め
幅
員
が
減
少
し
、
車
両

幅
員
が
二
･
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
車
両
は
必
然
的
に

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
て
走
行
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
標
識
令
で

定
め
る
幅
員
減
少
を
示
す
警
戒
標
識
等
の
設
置
が
な

く
、
控
訴
人
車
両
走
行
車
線
上
を
進
行
す
る
車
両
の

運
転
者
に
対
し
、
本
件
歩
道
工
事
に
よ
る
車
道
の
幅

員
の
減
少
が
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

る
o

③
上
記
の
と
お
り
、
本
件
道
路
に
上
記
警
戒
標
識
等

が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、控
訴
人
が
こ
れ
を
認
識
し
、

出
し
た
の
は
、
本
件
事
故
の
翌
日
で
あ
る
平
成
八
年

釛

よ
り
早
い
段
階
で
本
件
歩
道
工
事
に
よ
る
幅
員
の
減

少
に
気
付
き
、
減
速
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
が
で
き
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
っ

て
、
上
記
説
示
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
道
路
が
通
常
有

す
べ
き
安
全
性
を
備
え
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
し
て
、
控
訴
人
の
過
失
の
程
度
が
大

き
か
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
道
路
に
上
記
警
戒
標
識

等
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
控
訴
人
が
こ
れ

に
気
付
き
、
減
速
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

が
で
き
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
以
上
、
道
路
の

管
理
の
瑕
疵
と
事
故
発
生
と
の
間
の
因
果
関
係
を
否

定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

な
お
、
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
被
控
訴
人
川
崎
市

に
道
路
標
識
の
等
の
設
置
義
務
が
生
じ
る
の
は
道
路

管
理
者
自
ら
が
工
事
を
行
う
場
合
に
限
ら
れ
、
本
件

歩
道
工
事
に
関
し
て
道
路
標
識
等
を
設
置
す
る
義
務

を
負
う
の
は
工
事
施
行
者
で
あ
る
訴
外
B
開
発
で
あ

り
、
被
控
訴
人
川
崎
市
は
同
社
に
対
し
、
承
認
条
件

を
付
し
た
上
で
、
道
路
工
事
等
施
行
承
認
書
を
交
付

し
た
と
こ
ろ
、
承
認
条
件
に
は
、
道
路
の
構
造
を
保

全
し
、
交
通
の
危
険
を
防
止
し
、
そ
の
他
円
滑
な
交

通
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
条
件
が
付
さ
れ
て
い
た

か
ら
、
道
路
管
理
者
と
し
て
通
常
果
た
す
べ
き
措
置

を
探
っ
て
い
た
旨
、
ま
た
、
訴
外
B
開
発
が
被
控
訴

人
川
崎
市
に
対
し
、
本
件
歩
道
工
事
の
着
手
届
を
提

九
月
一
一
日
で
あ
り
、
被
控
訴
人
川
崎
市
は
、
本
件

事
故
当
時
、
本
件
歩
道
工
事
が
開
始
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
本
件
歩
道
工
事
に
関
す

る
標
示
等
に
不
備
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
事
故

の
発
生
を
防
止
す
る
措
置
を
探
り
得
な
か
っ
た
旨
主

張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
路
法
四
五
条
一
項
に
よ
り
道

路
標
識
の
設
置
義
務
を
負
う
の
は
道
路
管
理
者
で
あ

る
こ
と
は
文
言
上
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
そ
の
設
置
義

務
が
、
道
路
管
理
者
自
ら
が
工
事
を
行
う
場
合
に
限

定
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
理
由
は
な
い
。
上
記
①
の
と

お
り
被
控
訴
人
川
崎
市
が
制
定
し
た
要
綱
は
、
施
工

者
等
に
対
し
、
道
路
標
識
令
等
に
よ
る
道
路
標
識
標

示
板
等
で
必
要
な
も
の
を
設
置
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
被
控
訴
人
川
崎
市
が
、
道

路
管
理
者
と
し
て
負
う
上
記
義
務
を
工
事
施
工
者
に

負
わ
せ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
被
控

訴
人
川
崎
市
が
道
路
管
理
者
と
し
て
負
う
上
記
義
務

を
免
れ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

④
以
上
の
と
お
り
で
あ
り
、
本
件
道
路
の
管
理
に
は

瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
被

控
訴
人
川
崎
市
は
国
家
賠
償
法
二
条

一
項
に
基
づ

き
、
本
件
歩
道
工
事
の
た
め
本
件
道
路
を
占
有
し
て

い
た
被
控
訴
人
C
建
設
は
民
法
七
一
七
条
一
項
に
基

づ
き
、
そ
の
瑕
疵
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
連
帯
し
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て
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る
。

3

過
失
相
殺
に
つ
い
て

○

複
数
の
加
害
者
の
過
失
及
び
被
害
者
の
過
失
が
競

合
す
る
一
つ
の
交
通
事
故
に
お
い
て
、
そ
の
交
通
事
故
の

原
因
と
な
っ
た
す
べ
て
の
過
失
の
割
合

(絶
対
的
過
失
割

合
)
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
絶
対
的
過
失

割
合
に
基
づ
く
被
害
者
の
過
失
に
よ
る
過
失
相
殺
を
し
た

損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
、
加
害
者
ら
は
連
帯
し
て
共
同
不

法
行
為
に
基
づ
く
賠
償
責
任
を
負
う
も
の
と
孵
す
べ
き
で

あ
る

(最
高
裁
判
所
平
成
一
五
年
七
月
一
一
日
第
二
小
法

廷
判
決
･
判
例
時
報
1
8
3
4
号
幻
頁
参
照
)。

上
記
の
認
定
説
示
に
照
ら
せ
ば
本
件
事
故
は
、
訴
外
A

の
過
失
と
控
訴
人
の
過
失
及
び
本
件
道
路
の
管
理
の
瑕
疵

が
競
合
し
て
発
生
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
三
者

の
過
失
割
合

(道
路
の
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
本
件
事

故
に
対
す
る
寄
与
の
割
合
)
を
検
討
す
る
。

②

訴
外
A
の
過
失
に
つ
い
て

訴
外
A
は
、
仮
歩
道
に
よ
る
幅
員
の
減
少
の
た
め
本
件

道
路
を
右
側
部
分
に
約
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
は
み
出
し

て
走
行
し
た
が
、
幅
員
の
減
少
は
道
路
工
事
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
約
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
は
み
出
し

は
、
訴
外
A
車
両
の
幅
員
及
び
走
行
方
法
か
ら
考
え
て
ほ

ぼ
最
小
限
度
の
は
み
出
し
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

訴
外
A
が
上
記
の
は
み
出
し
運
転
を
し
た
こ
と
自
体
に
過

失
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
訴
外
A
は
、
控
訴
人
車
両
が
前
方
約

三
九
･
五
メ
ー
ト
ル
の
対
向
車
線
上
を
時
速
約
六
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
走
行
し
て
く
る
の
を
認
め
た
の
で
あ
り
、
約

五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
せ
よ
、
は
み
出
し
運
転
を
す
れ

ば
、
対
向
車
と
の
接
触
衝
突
の
危
険
が
生
ず
る
の
で
あ
る

か
ら
、
控
訴
人
車
両
の
動
静
に
は
十
分
な
注
意
を
払
い
、

徐
行
を
す
る
な
ど
の
措
置
を
探
る
義
務
が
あ
っ
た
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
訴
外
A
は
、
そ
の
ま
ま
進
行

し
て
も
、
控
訴
人
車
両
に
は
対
向
車
線
上
を
走
行
で
き
る

十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
と
考
え
、
若
干
の
減
速
を
し
た

だ
け
で
漫
然
と
自
車
を
走
行
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

上
記
義
務
違
反
の
過
失
が
あ
る
。

◎

控
訴
人
の
過
失
に
つ
い
て

道
路
交
通
法
一
八
条
一
項
は
、
車
両
は
道
路
の
左
側
に

寄
っ
て
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
と
こ

ろ
、
上
記
の
と
お
り
、
訴
外
A
車
両
は
対
向
車
線
を
約
五

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
は
み
出
し
て
走
行
し
て
い
た
が
、
そ

の
場
合
で
も
、
控
訴
人
車
両
走
行
車
線
に
は
、
な
お
三
〆

-
ト
ル
の
幅
員
が
あ
っ
た
か
ら
、
控
訴
人
が
左
寄
り
通
行

の
原
則
を
遵
守
し
て
い
れ
ば
、
本
件
事
故
が
生
ず
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
控
訴
人
は
、
控
訴
人
車
両
を
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
寄
り
に
走
行
さ
せ
て
い
っ
た
の
は
、
カ
ー
ブ
の
先
の

視
界
が
悪
い
た
め
で
あ
り
、
や
む
を
得
な
い
旨
主
張
す
る

が
、
そ
の
理
由
が
な
い
こ
と
は
原
審
の
説
示
す
る
と
お
り

で
あ
る
。
控
訴
人
は
、
制
限
速
度
を
時
速
約
二
〇
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
超
え
て
走
行
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
控
訴
人
車

両
が
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
寄
り
に
ふ
く
ら
ん
で
い
っ
た
の

は
、
む
し
ろ
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
際
の
速
度
の
出
し
過
ぎ
と

関
係
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
控
訴
人
が
訴
外
A
車
両
を
発
見
し
た
の
は
衝
突

地
点
の
手
前
約
四
･
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
あ
り
、
そ
の

た
め
回
避
行
動
を
採
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
接
触
衝
突

し
た
が
、
控
訴
人
が
前
方
を
注
視
し
、
よ
り
早
期
に
訴
外

A
車
両
を
発
見
し
て
い
れ
ば
、
回
避
行
動
を
探
る
こ
と
は

容
易
で
あ
っ
た

(制
限
速
度
違
反
が
な
け
れ
ば
、
よ
り
容

易
で
あ
っ
た
)
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
控
訴
人
に

は
、
制
限
速
度
違
反
に
加
え
、
著
し
い
前
方
注
意
義
務
違

反
が
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
記
の
と
お

り
、
道
路
工
事
そ
の
他
の
障
害
の
た
め
、
対
向
車
線
上
を

走
行
す
る
車
両
が
や
む
を
得
ず
対
向
車
線
を
は
み
出
し
て

走
行
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
控
訴
人
は

対
向
車
両
の
動
向
に
も
注
意
し
て
走
行
す
べ
き
で
あ
っ

た
。以

上
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
本
件
事
故
の
発
生
に
つ
い

て
は
控
訴
人
に
大
き
な
過
夫
が
あ
り
、
こ
れ
を
訴
外
A
の

上
記
過
失
と
比
較
し
た
場
合
、
そ
の
割
合
は
訴
外
A
の
過

失
を
一
、控
訴
人
の
そ
れ
を
二
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

@

道
路
の
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

前
記
の
と
お
り
、
本
件
道
路
に
は
、
道
路
標
識
令
に
定

め
る
幅
員
減
少
を
示
す
警
戒
標
識
等
の
設
置
が
な
く
、
控

訴
人
車
両
走
行
車
線
上
を
進
行
す
る
車
両
の
運
転
者
に
対

し
、
本
件
歩
道
工
事
に
よ
る
車
道
の
幅
員
の
減
少
が
あ
る

こ
と
を
認
識
で
き
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
い
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訴
外
A
の
過
失
を
四
、
控
訴
人
の
過
失
を
八
と
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
。

4

損
害
に
つ
い
て

控
訴
人
は
、
本
件
訴
訟
に
お
い
て
訴
外
A
及
び
同
人
の

使
用
者
で
あ
る
運
送
店
と
の
間
に
お
い
て
成
立
し
た
和
解

等
に
よ
り
支
払
い
を
受
け
た
の
で
、被
控
訴
人
の
損
害
は
、

既
に
そ
の
全
額
が
て
ん
補
済
み
で
あ
る
。

5

結
論

よ
っ
て
原
判
決
は
結
論
に
お
い
て
相
当
で
あ
り
、
本
件

控
訴
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
の
で
棄
却
す
る
こ
と
と

し
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

う
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
上
記
警
戒
標
識
等
が
設
置
さ

れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
控
訴
人
が
こ
れ
に
気
付
き
、
減
速

す
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
を
否

定
で
き
な
い
か
ら
、
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
と
事
故
発
生
と

の
因
果
関
係
も
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
前
記
の
と
お
り
、
本
件
道
路
の
仮
歩
道
よ
る
幅
員

の
減
少
は
約
一
･
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
て
、
本
件
道
路
に

は
全
体
と
し
て
な
お
、
五
･
九
メ
ー
ト
ル
の
幅
員
が
あ
っ

た
か
ら
、
普
通
乗
用
車
程
度
の
車
両
の
す
れ
違
い
は
十
分

に
可
能
で
あ
り
、
訴
外
A
車
両
走
行
車
線
上
を
進
行
す
る

車
両
が
仮
歩
道
の
た
め
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
あ
る
程
度
は

み
出
し
て
運
転
し
て
い
た
と
し
て
も
、
控
訴
人
車
両
走
行

車
線
上
の
車
両
の
運
転
者
が
前
方
の
注
視
を
怠
ら
な
け
れ

ば
、
衝
突
を
回
避
す
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
り
、
事

故
発
生
の
危
険
性
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
道
路
の

管
理
の
瑕
疵
は
比
較
的
軽
微
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
の
に
対
し
、
本
件
事
故
の
発
生
に
つ
い
て
控
訴
人
に
大

き
な
過
失
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
こ
と
は
上
記
の
と
お
り

で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
の
発
生
に
対
す
る
道
路
の
管
理

の
瑕
疵
の
寄
与
の
割
合
を
一
と
す
る
場
合
、
控
訴
人
の
過

失
割
合
は
八
割
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

回

絶
対
的
過
失
割
合
に
つ
い
て

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
け
る
上
記
三
者
の
絶
対
的

過
失
割
合

(道
路
の
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
本
件
事
故

に
対
す
る
寄
与
の
割
合
)
は
、
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
を
｢

歩
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